
潮
見
峠
に
上
が
る
道
は
�
あ
ま
り
整
備
さ
れ
て
い
な
い
・
・
・
・
�

道
は
狭
い
し
・
・
・
・
あ
ち
こ
ち
�
イ
バ
ラ
や
ら
�
ス
ス
キ
や
ら
が
生
え
て
道
を
塞
い
で
い
る
�

登
る
角
度
も
き
つ
く
・
・
・
・
足
場
も
悪
い
�

・
・
・
・
・
し
か
も
�
清
姫
は
�
単
衣
に
草
履
と
い
う
出
で
立
ち
で
あ
る
・
・
・
・
�
と
て
も
�
山
の
中
を
行
く
服
装
で
は
な
い
・
・
・
・
�

安
珍
！
・
・
・
・
安
珍
！
・
・
・
・
一
目
会
い
た
い
・
・
・
・
・
安
珍
の
声
が
聞
き
た
い
�

年
端
の
い
か
な
い
・
・
・
・
美
し
い
少
女
が
・
・
・
・
山
の
中
を
行
く
と
は
思
え
な
い
服
装
で
�
狂
�
た
よ
う
に
な
り
な
が
ら
�
駆
け
て
行
く
の

を
・
・
・
・
す
れ
違
う
巡
礼
者
達
は
�
ま
る
で
・
・
・
・
物
の
怪
に
で
も
出
会
�
た
よ
う
に
�
眺
め
て
い
く
・
・
・
・
�

し
か
し
�
清
姫
は
�
そ
ん
な
事
を
気
に
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
�

清
姫
は
�
何
度
も
転
び
�
身
体
中
�
傷
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
�
先
を
急
い
だ
�

潮
見
峠
に
つ
い
た
頃
に
は
�
草
履
の
鼻
緒
が
切
れ
・
・
・
・
着
物
は
ビ
リ
ビ
リ
に
破
け
て
・
・
・
・
・
ほ
と
ん
ど
�
半
裸
の
状
態
に
な
�
て
し
ま
�

た
�
き
れ
い
に
結
い
上
げ
て
あ
�
た
髪
の
毛
も
�
今
は
�
ぐ
し
�
ぐ
し
�
に
乱
れ
て
い
る
�

山
並
が
連
な
る
・
・
・
・
清
姫
は
�
潮
見
峠
の
上
か
ら
�
背
伸
び
を
し
て
見
渡
す
け
れ
ど
�
安
珍
の
姿
は
�
見
え
な
い
�

裸
足
で
・
・
・
・
イ
バ
ラ
や
ス
ス
キ
に
肌
を
切
り
裂
か
れ
・
・
・
・
血
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
・
・
・
・
そ
れ
で
も
�
清
姫
は
・
・
・
・
さ
ら
に
進
む
・
・
・
・
�

視
界
の
開
け
た
坂
道
に
出
た
・
・
・
清
姫
は
�
今
ま
で
�
こ
こ
ま
で
来
た
事
は
な
い
・
・
・
・

こ
こ
に
�﹁
捩
木
﹂
と
呼
ば
れ
る
ス
ギ
が
あ
る
・
・
・
・
清
姫
は
�
遊
び
友
達
の
・
・
・
・
村
の
子
ど
も
達
か
ら
聞
い
て
い
る
�

坂
の
頂
上
に
�
タ
コ
の
よ
う
に
枝
を
張
り
出
し
た
ス
ギ
の
樹
が
見
え
た
�

一
目
で
い
い
・
・
・
・
安
珍
の
姿
が
見
た
い
！
清
姫
の
願
い
は
・
・
・
・
今
は
�
そ
れ
だ
け
だ
�
た
�

清
姫
は
�
夢
中
で
�
ス
ギ
の
樹
の
枝
に
足
を
か
け
る
と
上
�
た
・
・
・
�

樹
木
の
向
こ
う
に
・
・
・
・
田
辺
の
町
が
見
え
た
・
・
・
・
�

田
辺
の
町
の
上
に
は
�
青
い
海
が
見
え
る
�

真
砂
の
土
地
か
ら
出
た
事
の
な
い
清
姫
は
�
海
を
見
た
事
が
な
い
・
・
・
・
�

今
・
・
・
生
ま
れ
て
始
め
て
見
る
海
だ
・
・
・
・
�

海
の
上
に
は
�
島
が
浮
か
ん
で
い
る
・
・
・
・
�

水
平
線
が
・
・
・
・
遠
く
・
・
・
・
遠
く
�
ど
こ
ま
で
も
広
が
�
て
い
る
・
・
・
・
・
�


